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けじめに

との小論「、わたくしの「戦前生活綴方教青運動史研究jを構想するうえでの碁礎的作業として

の、「上田庄三郎研究JC7i一部である口かつてわたくし性、「戦前生活綴方運動の成立と舟震に関

する一考察 Jと溜し?と治文をまとめたととがあるが、その後、新しい事実の明りかこしがすすゐで

¥/)ること、生活綴方教育運動史の視点がその当時に比して鮮明に走ってきているとと左ど、論文構

想自体巳薪干の改正を加えすければ走らを〈在ってきているのである。とと?で拡紙教の関係もあっ

て、上回庄三郎研ヲ?の全体す紹介するととはでき在いが、他日、完成を期するものである口

( 1 9 7 5 t 9， 1.8) 

j字窓 生活綴方運動の成立すめぐって

昭和のぽじめ、天皇制絶対主義のもとでの函一的を権威主義的な教育の風潮の在かで晶子ども一

人ひとりの状況を把握し、その状況に応じた教育を考えようという教師の群像があった口それは、

持窓のをかで長とっている日々の出来事に着目し重視する教育のあり方す求める教師たちであった白

かれらの考えは、もともと太正新教育運動のすかでみられた.子ども一人ひとりを生かす教育、

「上からの教育 jではすく子Jもに即した教青を、という思想、と共通するものがあった白ぞれが、

昭和初期の経済恐慌その他の資本主義自明7き詰ま Bによる封舌般壊の中で、大正期とはとと在る生

活観や子ども像の発見、す左わち生哲学的在生活把握や童心主義的な児童観では左く、現実生活へ

の潜目、大人"との共同生活者(協働生活者〕としての子どもの発見によって、具体的左子どもの実

態に町、じた教育の建設の必要を、現場教師たちに自覚せしめたのである。とれが、わが国に特有と

いわれる「生活綾万J在いしは「生活綴方教育Jの展開される根底となっていた口

1 9 27 (昭和 2)年 3月に爆発した金融恐慌材、 1920年代の「相対的安定期Jを根本的に

くつがえすといラほどのものでは脅かったにせよ、.機維工業や金属工業の中小零細経営に打撃を与

え、労断筆動に新L，V¥局面をきりひらくものと在った。それは、中小零細経営不熟練労働者、とと
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に朝鮮人労働者千原動力とする争議が激発したととと、反面、「相対的安定期Jにはまだみられた

重工業大経済基幹労働者をはじめとして小ブノレヅヲアジ一、中富農をもふくむ広範在日本人民の民

主主義的諸要求による統一戦掠結成が、との期にま?いて位、完全に失敗し、自由主義者までの政府

の弾圧が強化きれる段階に到った。

との金融恐慌左ど、昭和初期に長ける資本主義の行きづま!?=資本再編は、少在からず子どもの

生活環境や教育環境を破壊していた。「たくさしく野性的である jと称された昭和の子どもは、一

家の重要を働き手である ζ とが強いられた。日や畑に出て父母とともに鍬すうち、あるものは速く

故郷を離れて製糸工場で働くととを余儀をくされたのである。それほどで芳いものでも、家事手伝

いのーためとは勉主主ーに時間をかけるととが「わがままをとと Jとして認めムれず、あるものは、幼Lぺ

弟や綜を背負い在がら授業すうけるのであった。その多く tr遊ぶときですら背中から赤ン坊をおもろ

すととができ在かったハもっとも悲惨すととけ、家族の生活を助けるためには、幼い身を「売る j

という事実まで起ってい-Ko 費関に加えて、とれら労働73'Eの実態は、子rもたちの勉学条件をき

わめてそとまうものであったとと佐川うまでも在い。とのような状況のをかで、貧困な生活の在か

で生きる喜びを忘れず、生きた知識や生活を前むきにす寸めていく窯欲をどのようにすれば子ども

たちに与えるととができおかを、探る教師の一群がいた。彼らとそ、後に生活綴方教師と呼ばれる

名もをい小学校教師であゥた。，が、その彼らが、日本の公教青詰!j度のワク内去付いえ、教育改造を

志向し、!竪史Fこのとる源論と実践を展開したのであった。

そもそもどの、公教育わきかで、ほとんど唯一といってよいであろうが、教科警もなく教師の自

由の裁量にすかやられた様方科を中心として、教育?考え、生活教育を展開した生活綾方の発想は、

f封活綾方の:鬼と称せられ:た小砂丘:忠義が生握手かけて約集・発行した『織方生活Jの発干IJにはじまt

るという.'"t'よい。誌は、 19 2.9 (昭和 4)年 10月に、大正新教育のもっとも自治主義的合学校

であラ7モ児童の村小学続的関係者、小砂丘忠義(~鑑賞文選』編集者〉・堅狩す芳兵衛(池袋児撃の

村小学校訓導);・ノj、林7同会，~~問.}:・"峯地光量(鳥取県上離小学校言Ii導、元池袋児童の村小学校訓

導)"上回庄三郎(~録賞文選才編集者、、元雲雀ク問〈児童の村〉校長)によ巳つ4τ童相jされた。同

誌の主幹は、創刊の翌年 8丹までが元池袋児童の村小学校主事であった志垣覚・何年，9;月の rW綴

方生活』第二次宣言J(同誌 10月号巴掲載)以降、 19 3 7(昭和 12)年 12月の廃干Ijまでが

ふ砂丘忠義。!司誌箆平1]は小砂丘の病死のため口同誌ははじめ下中弥三郎の平凡社の子会社である文

盟社から出された。 r司誌創刊よりさき、もか在じ文盟社から全歯め小学生をめあてに 19';2 .~. (，大正

14)年 6月に創刊された、綴方投稿雑誌で文学的読物誌でもあった学年5jIJの『鯨賞文選Jl( r W 

綴方生活』第二次宣言J以降はr綴方読本』と改題)が全国的に普及しもていたが、『綴方生活』は

その土台の上に立って発刊された。同誌は綴方教師むきとして創刊されたが、つまり『鑑賞文選J

は子雑誌で、『綴万生活Jは親雑誌という関係をもってし今たのである。

上回庄三郎はこの『綴万生活J創刊にきわめて意欲的であった。彼は、高知時代から茅ク崎時代

(昭和 2年暮)まで教育実践を自由教育の立場で展開していた。そして経済的事情を主在理由とし

て、私立学校教員を辞し上京、出版会社である日本教育学会にλ社。新発刊されたf高ーの教育』
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他の編集を担当した。一方、却友小砂丘忠義は、上回が離高した後を追うようにして上京し、志垣

覚の稿集後任止して『教育の世紀』の編集に従事したのであるが(志担昧r入ピjエト叫見察旅行に出

かけ先入上田が茅グ崎で自由教育す実践しているl却こ、『教育め世紀、」誌写経営難から、下中弥

三郎の平凡社の二子合社である文盟社に移旬、そζ の学年月Jj児童雑誌『銑賞文選Jの編集にあたって

同庁。

昭和 3偲 7丹、白本教青空告会で上田唯郎とともに編集していた『教育新潮』が廃干ljlこ在ると、上

回庄三郎防、 そσわ1刈4小、fiJ肱与仇乙丘汐がざ綿集する『鑑鋳合:寅寅文選』高等科用のj縮野前t集をま労かミ4ぜrちれ7たt勺苧 『

干引刊!可!μぴの3刈*~談は乙のとろ刀か、 Fらコ信じまつていた口実IJ干Ij同人の峯地光重ーはっきマのように自怨している口

「昭和広入ってから、前記W@院賞文選』グヲ親雑誌を出そうという話が、ぽつぽつ起って来た 0 ・

pーその雑誌発刊jιついて第一自の評議すしたU泌、昭和 3年 (1928)の秋のとtだった。，ζ こか

ら生活，綴プ1:めj55史の最初')0>ペーヅ f綴方生活』が件れたのである。…・・・その時集ったものは、いず

(1) 
れも r新賞文選Jに直接関係しているものであっ介。 J

，汁だ上回付、r 教育英践家:時代(;:~綴方教育を重視しては(J').たものの、とりたてて「綴方教師 J と

して評価されてはrm点 r..~べまたゴそれほどすぐれた実践や指導作品位残してはいをい口にもかかわ

らず、すぜ伺誌の発干IJに力をそそF、械に「調べた綴方j論者どを展開し、生活綴方教師たちを支

えようとしたのかο ま介、『綴芳生活J創刊のいききつを語る一文で材、上田が創刊j宣言作成にき

(2) 
わめて勲者入れていたという o

T摘今にいえば、当時彼が、ナすめてい売教師解放運動口教員組合運動と密接にかかわっている、と

iV4今ととである。後に国分、一太部は上回の業績を r(綴方に台同て〉個性.重視に対して社会性重視

tをま捜した jと評価しているが、との社会性重視というととは彼の「綴り方に於て、第一に期待す

fべ:きものは、虐げられてゐる人間の声J(rどとに問題があるかJ)と lJ')うγコトパに端的に示ぎれ

ているの彼付そういう圧迫された社会現実を、堂校教育の者たで教師が知り子どもに知らぜるの位、

「諮り方j科しかすいというの「騒リ方Jは公教育の宕かで教科書も在く視学の強権的者指導力か

ちも比較的自由者教科であっ売からだというロ 1 とういう発想が教育運動的に仕事鎖市の解放運動と結

合寸るものであったととは、特に指摘寸βまでもをいととであろう。ち在みに、第一次f綴方生活J

主曜の志誼寛は「綾方を通して全教育を革新しようというのがわれわれ (f)目標であったJと回想し

ている(3)し、上回庄三郎は、 Wi綴方生活』誌がねらいとしたのは「綴方そのものよりか、綴方を武

器として……新しい教育運動を j和としていくととであり、 「社会問題をふくめて、教育の解放運

(4) 
動をふぐめプt...'...新興経方運動jそ展開するζ とーであったと諮っている o 彼が絶対主義教育f体制

の在かで、唯一、教師約手で自由に在る綴方に教育.改造のEをあてたとしぺうととは、評価される必

嬰があるだろう。またとれが生活綴方運動のねらうものの一つであったというととも明記されてな

かねば在るまい。

つまり、上回続三慌の生活経方選動へのか舟わり位、本来、生活離方運動とり.r.質J的にとと在

(5) 
るt とるCDT新興教替運動Jとの「切点 Jとr交点Jをもつもりであり 、とれまでの研究の弱点

でもあっ犬。本稿:は可従来の「綴方運動J優位説に対Lて、教育運動の総体が、今H、史的に残して
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くれているものが何者のかを明確にしようという意図をもつものである。

(1) 峯地光重・今井誉次郎 f作文教青Jl(東洋館出蚊社・昭和 32年〉

(2) 志垣覚「時仕来た一一綴コ片手伝活の発干1]まで一一J( ~綾方生活 J 創刊号、昭和 41年 1 0丹)

同稿に「上田は宣言めいたものをかいたり、発刊の辞を作ったちして、まだ形を左手ぬい

とし子の身の上を思うたJ止ある。

(3) 志垣寛『教育太平記一一教膏興亡五十年史J(洋々社・昭和 31年)

但) r ~綴方生活』の成立と調べる(た)綴方の時代 J ( ~作文と教育 J昭和 31年 10丹号)

(5) ζ の発想、詰井野)I!潔rW新教rs.と刊生活議方"との交点止切点ナ-~新興鞍腎 J とれ議方':F

活Jに関するノートー-J( ~教賢運動史研究 J 1 7号、 19 7 .5年〉

第 1輩新興教育運動すめぐって

1 啓明会再建運動

上田庄三郎佐高知時代;三教員組織「隣明会Jを結成している。それほ、大正デモクラシーによっ

て喚発きれた r!近代的‘自我jの確立在いしけ自我の解放の思想、す慕底にした本ので、、運動の表面に

表われた'のは「顎冥思想、の?奏法 Jr生活を強間充実授らしむるとと JCb要求在 Jであ。っ介。つまり、

きわめて積芽的にではあるが教師の「思想、の自由 jの要求、生活権確立の嬰求芳 Jを基軸とする教

ー(l)
員組合的組識であった.0

一方、同特拐に三幹師を労働者と間定し、わが国ではじめて鞍箆組合手名のった啓明会が埼玉で

発足している。とれ付金問的に影響力をもった間体で、関明舎をrでも、部分的にでけあるが、地

方会員として奉加していっているω しかしをがら、啓明会もやがては文化団体、農村教化運動の推

進国体として変質していった。との啓明会を教員組合として再建しよち在h う動きが、昭和元年ど

ろに;t-.とってくる。

上回は、開明会の運動のあと、文芸:サークルを結成、ぞとで文芸教育論者どを展開するが、やが

て小砂丘らが教育研究組締結成の動き〔地軸社〉をみせ廿じめる左それに参加してゆく。その過程

で、彼は、啓明会の指導者下中弥三郎の思想「万人労働の教育jの影響を強くろけ、下中らが「教

育の世紀j社を設立、やがて児童の村小学校創設にいたって、彼もまた、児童の村的教育の展開を

公立小学校に妻子いてみせるのである。とうした乙とが動因とをつ。て、やがで上京'占包本教育学会に

入った彼は、すでに発刊されていた:IF教育新議』を上田口猷5とともに共同編集するととにをった。

との『教育新潮 Jに教育評論を展開するととによって、教育0・ヤブデリストとしての上回庄三郎の、

教育運動べのその後の姿勢、と:行動とが準備ぎれていつ充。

『教育新潮』誌上に展開じた論稿の一つ下教育性教育するものの手に(2)Jはミ教師が「八開rの権

剰に目覚め、先づ自律自治的在;組合を組織して、、一切の教育を教育するものの手に入れ在ければ、

教育はいよつまでたっても本然の進歩は見るととが出来j在1へという、もので、すでじ高知時代に;

まず簡明会の運動をなとじ、‘その後、小砂丘らの地軸社運動に参加する左どの、教員解放送言訟を地

域にないて成立させたことと、連続するものであると h うととができょう。高知時代の運動は県学
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務課当局の圧迫rうけて、運動の発展す阻止され、上回と小砂丘は啓明会の下中をたよって上京し

たのである。

しかしすがら、一時は労働団体のーっとしてメーデーに参加したととのある啓明会も、次第に議:

村智会三教化を主とす手教化問体の色彩をお主くして拘った円 19 2 6年 10丹に位、機関誌 Wi書:明J

(第二次)争池田:様生の縞集によめ復干Ij、単に機関誌光、けの復活では若く、運動自体のそれをも狙

った ζ とv:-明瞭であったが‘それもわずか 2号で丹羽jができすいでしまった。上回庄三郎昨再度の

上京の前後、啓明舎の再律運動に関係するが、ちょう Jとのよう宕情況にあり、大正期の教員運動

思想の議会主義的改良と職能主義の限界すっきゃぶり、階級的左立場に近づいたととにお沿いてすぐ

れて先?性的であったj啓明舎の運動とその思想は、っき。のようにしていちかうの結末をつげ阜、ことに

合った。

それは、新党に 19 2 7年 11月 5目、下中弥三郎、為藤五郎、志垣寛、田中秒、五郎、大西伍一、

} 11合仁らが..1tl2EB種生の発議に賛成して、 「教育者工、我が組合に参加せよ Jと呼びかける「啓明

会第 2次宣言」を f教育週報J誌(第 12 ~号)上に発表し、同時に「要求条項 J を公表した。

「礎求条項jというのは、 1 校長の公選、 2. 治安警察法傍 5条(教育者の政党加入の禁止)の

撤廃、 3. 教職の義務年限制の撤廃、 4. 教員転免権i鷺用への抗議、 5. 代用教員・女鞍芦の差別

改善、 6. 試験制度の合野イ七、の六項目である。しかし、すでに啓明会の樫史的慣命t終ったと見

なされたかのように「摂 2次宣言Jに対する全tF.l的を背住教師かられ反拡付、わずか数通といわれ

るほとf少す凶のであった。ぞれは『教育新潮』の編集者をして「経済闘争から政治闘争にまで進出

してきたといふととは知っているのだ白だから大衆が動き出したと凶ふととも知ってるのだの……

(3) 1 1. >-
それでも(秒間け);r tを‘知ムめふりをしてゐるつも bだらうか jとzげかせたほ Jである。

しかも、啓明合幹事・のあいだでは、どれ矧にま子よんでも、在:t"下中への傾倒と農村自治思想によ

るアナーキズムの影響が根深くて、その体質す容易に前向きに改善きれ得るもので仕方子かった。そ

れほ、上回庄三郎令して、下中の「私有財産会……私党的啓明会jと見限らせるほ Jであっ7そ。啓

明舎の再建の手はじめに、機関誌発行が企図ぎれ、 19 2 8年 4月創刊予定の日本教員組合唇明会

機関誌として『教員組合Jという誌名まで具体的にきめられ左がら、いわゆるアナ・ポノレ両派の忠

徳的対立から流産古ぜてしま'うに.いたった。そして上田すしτ、「啓明会は解散せよ Jとまでいわ

(4) 
しめたのである 。

上田庄三郎は啓明会を、「ー種の思想的啓蒙運動Jとしての教育運動とみ在していた。したがっ

て、上閉は棒明会に、「真の組合を生-&1とめの Wi重蒔く人JIJ たることを要望し7をのであった口そ

の一方には、ポん派の関根悦郎、池田種生、出中惣五

する組綾j告i還翠動主義がありk、他他Jの一方』にこ、アナ派の下中弥三郎を看板とする志垣寛、大rm伍ーらによ

る啓明会の分裂を予想、じての独自の雑誌発行計画があった口ぞとへ上回の啓明会解散の提案は、ア

ナ派の策動に乗る屯のとじて、啓明会の育成に努力してきた田中惣五郎は、非解散をとなえて反対

し六骨 ζζ，~ぉ、いて啓明会は、アナ・ポル対立に加えて、その:運動と形態についての対立、啓明会

的存続 e非存続の対立在ふまさに百花糠乱ぬありさまであっ4た。啓明1会の解散は、それらの H 妥
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協、の結末であった。

との場合の上回の立場は、啓明会が教員組合の性格すもっととに対して、むしろ否定的であった。

しかし教員組合運動につW ては、教育を「教育するものの手に j渡すものとして、積礎的iこ必要性

を訴えているのである。普通選挙が実施された当時の各政党の教育政策について、上自社比較と考

察をめぐらし、「教員の義務年限の撤廃、視学官の廃止、校長の公選・教員約政治的自由の制限撤

廃 Jを主張する労農党に、「教育するものの権別jに対する高調のあるととを看て取っている。そ

こで、教畏の進出すべき方向わけしくれが表われているとの政治的気還に乗じて、「教育を教育す

石ものの手に Jとめ戻すために、事を員組合結成とぞれの運動化の必要性を訴えているo 上自のそう

した論調には、教員の教育に対す思自治権と、生活にたいする自治権獲得の7;きめの教員組合結成の

封長がみられる。 i璃明会両電動が、生活権拡張に主騒が制ミれたのに対して、厚相月会再建運動に見

られ;;;教育権獲得の主張は、すでに地軸ネお霊動に台いて自覚的にとらえられていたものでにJあっ介。

しかし、地i地社運動仕、同志的結合によって成る先覚的鞍辞研究運動の域に止まって凶た。教員組

合運動の必要性を、教育権・生活権穣得にねらいを長いて土在えたとの「教音性教育するものの手

""h-n rrl::þþ.，~ _"-I.~> 'Z.>;lI;/..:;T;'ID'if'''/，(θ 
lご iの論理け、上回加問、知時代人おユける新古運動 を総括して発展きぜたものとみ在すととができ

あであろう。

上田わ教員組合論は、いっきいの鞍育連盟l%'、教師みずからが性み出すものとする点に輩心がか

かれていた。それ位、自主・自律・自治的在相互連合組織であるべきであった。上回が啓明会に求

めた教鼻組合運動の『種蒔く人』的性格の主強位、 19 3 0位以降応、全日本教員組合準備会・新

興教育研究所へ上回自身が参加すると，いう形で具体化されてきている勺

'上回庄三郎のそうした教員組合の主張れ根底に性、彼の維持しつづけてき先「プチブル的観念形

態Jの廃棄があった。それ信、検自身による意識の自己変革であった。

かれけ、高知時代、茅クi崎時代の自由教菅運動の展開のをかで、常に「生活Jを主張し、学校が

子どもの生活の場である ξ強調した。そしてその子Eもを「土;へJ(t，しτ創造し育成しようと勢め

た。同郷の小砂丘忠義が「原始子供Jといい』児童の村小学校の野林芳兵詣が「野性 jといい、い

ずれも大正期新教育でも、もっとも自由主義的在生活主義教育の主張であった。「今の世の中けぶ

ちとわすべきである jと上回はいうものの、それは改良主義的主張にとどまり、けっして改革主義

に立脚するものではすかった。子どもたちに材、現実社会の矛盾に自を開き、その矛盾を打開して

協 ζ うとする姿勢を育てるととよりも、むしろこの現実社会の矛盾は矛盾として、それをの bζえ

てゆくことωできる返しい生活力を身につけさせようとするものであった。との「生活の発見Jは

あわ「童心の発見Jと何らかわると ζろの在いものであれ茅ケ崎に必ける自由教育(雲雀ク同小

学校〉の失敗によって、上田はとれを「プチフツレ的観念形態Jと自己批判したのであった。上回は、

その後も、~雲雀ク間小学校の幻影iこ:jO"どらされているが、それもまた「ブルジョアデモクラγーを

基調とする自宙教育の風潮」であったとして、それから「フ.チフソレ的:観念形態 jを止揚したどどろ

(6) 
の自由教育の再現をのぞんでいた

その上田に、不十分左がらも教育の無産階級化の意識が明確にあらわれてくるのは:よ 19 2 8年
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を境としてでめった。'茅タ崎を引揚げた上田にとうて、その経済的国窮は、教育をいつまでも「プ

チブル的観念形態 jに捉えでbて己どがで寺在かったと想像される。資本の独占ヘの集中の論理は

現実約件活を貿・徹して、、大衆を「無産階級化jする ζ とを、実際の経験としても肌身をと公して感

じずけるのであったーまた上回唯郎とともに編集する，-，1r-教育新潮』詑よ:では、さかんに新教育の没

落→教育の‘材産階級化がプロパガyダされていた。上田が、教部iもまた教職という労働争切売りし

て生活?をすものである、という認識を深めてい酔ったのも、誌の編集すっうじてであるといってもー

池宮ではずいn そういう自覚を得k時、上田はそれを教育ク、ヤ:ーナリストの立場に長いて下マルク

ス主務子勉強していく jととを決意するのである。ぞれが明言されるのは、 1931年4月創刊の

『観念工場』にかいてである。

;と由が高知時代ピ~ -'t自我創造J(j)yぜめが闘いとじて、開明会運動を位置づけ、教員組合的運動

~なとし‘:あるいは思想啓蒙的性格 'ð~ もコ地軸社運動に参加していった Iとと tうには、彼が権力者や

骨本主義に対じて、一定の抵抗め姿勢を示しているととを看ることができ、主うロレかし、ブルジョ

アネ;flそ人間である、という論理‘の下に、社会改造は「フソレヅョアもλ問として再生さ寸る Jこと

が目的であるという。その眼力では何らの階級的立場に立ち得在い自由主義的本質す、そとに見る

ととがdr慌であろう o 上自の自己批判jでいえば、ぞれは教員としての「プチブル的観念形態 jに拘

泥すろ姿が明白培のである口

「プチフツレ的観念形轡 jを敷くととによっではネ真に大衆の解放を得るととがで合方いと凶う、

上自の!担、想的在自己変革は、高く評価され古ければ寸ちをいであろう白『教育新潮』誌や『教青週

報j紙上に 19-2 8倍以降に展開し庁、「教官，は教育するものの手に jという論理による教員組合

IJ命、または鞍替の無産階級化論以下の論稿は、 1930年 7丹、富由社から刊行された『教育戦線

一一秒芸員組合わ結成へー-j'にまとめて収録ぎれてかにま売、それには下斡員組合論jをどの新

たす稿も加えられている口Jその序文・で、上閉は自らの立場を「プロレタリアジャーナ 1)ズム Jにか

くととを主張している。それは‘"クャーナ 1)ストとしての立場からプロ Lイタリア教菅運動(新興教

育運動)を訟としでいくのだ、主¥i')う彼の宣言でもあろう。

2. IJ教育戦綿Jl(自由社)の出版

役の意識の変革には、時代の大き在波ー，労働者階級の拾頭が背景にあっアきととがー重要在問題

と?七岩指摘され在ければ在らをいであろう o 1 9主5年 5月の衆議院議員選挙法改正によって、い

ゐゆる普通選挙が実施されるととに在づたむその結果.無産階級は政党をもち、 1928年 2月の

ぷ普通選挙第主回総選挙の結果、その代議士を盟会へ8名も送りとんだ白権力が狼狽して、同年3月

'1 5自J白本共産党に大弾圧を加えた〈第 2次共産党事件)にもかかわらず、労農運動の時代の技

の高まりを食い止めるととはできず、ストライキ・小作争議の額発と激化、そしてプ毘レタリア文

化俗芸術運動ほ戦線統一の全国無産者芸'街道盟〈ナップ〉結成を実現【 19 2 8年:3月)して高揚

期へ向って凶く。その時代の波は、教育界をもゆすぶっているよ‘庄吉郎・ 0佐良15め雨上国浩二編集する

『教育新潮Jを支持寸る全国的在青年教師の読者やグループの中からは、『義足』同八系の本庄撞
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男、渡辺雪雄、松永貴平らが出てきて、教員組合運動への視野を園内ばか bで在く、‘国際的にもひ

ろげて、エドキンテノレン(E d u c a t i 0 n a 1 ¥V 0 r k e r s ' 1 n t e r n a， t 1. o'n a 1; L a 

Internacio de Eduklaboristoj; 教青労働者インタナショナル)の教育労働運動

の動向に関心を注ぐように在ってきていた。とれまでの教育界の教育運動にたいして指導的合位置

にあった啓明会の幹部たちも、もはや明日約教育運動の指導者たりうるととはできをいのか、と忠、

われるのであった。新しい教育運動の主体は、教育現場にあるそれら青年教師が実践をふまえてた

ちあがり結集するととろから生まれてくるであろう。『教育新潮』の共同編集者:上回唯郎は、 ζの

雑誌が 1928年 7月号をもって廃刊に在ると、それを支持していた本庄ら管厚鞍部ずともとともに、

同年 J0 丹、教育文芸家協会を結成し、それは翌年 5 丹、教文協会へ、きらに l~O丹、、小学時教員

連盟の結成へと進んでし1 って、新しい教育運動を生み出していく新しい教育ジャーナnストの典型

を自らわ遣として打ち出しているのであった。上田庄三郎がとれらの動きに無言であったφで}ま在

く、常に学び去ろうとしているととは、いくつかわ伊慨をあげるにやぶさかで者い。そ札私っ止も

者例が、沼和 5年 7月に自由社から公干Hした f教育殺線一喝斡芦組合の結成へー-，]である。 ー

本警は『教育新潟』ゃ『鞍育時論』その他に昭和 3年----5年にかけて発表した論稿をあつめ、さ

らlこ「教芦組合論Jの新しい書きかろし論文を加えて発刊ぎれたもので、「教育は斡膏寸るものの

。)I 

手に Jを収録しているとはいうものの、その時期より「教官・教師iのとらえ方の深化をみる jと

とができる。

との著書季で上伊は、一つには政治に無産階級的立場が是認きれている時伏の趨勢から、教員が罰

結して自ら階級線土に教員組合を結成し、斡衰のプル夕、ヲア性を暴露し"デロレタリア教育、を戦い

とらねばをらをいξ説く白二〉うには、菅木主主者教育の矛盾・行詰りの殺害手般震の現状に沿いて、教

育わ刷新・自発化 p創造住持者集すためには、一切は教員組合引共同の役割(繰態と実践)にのみ

かかっでいる、三:つi討士、教員、は教育労働に従事する労働者で、その地位の保証、生活権擁穫は主 f

団結止不断のi諜争によってのみ確保される、と説<0 r本早や論議模索の時では左いj、 f無産階

級の教膏を戦凶とる，J時である白そして「今後の組合運動は必ず経済的部屈を主としての組織で在

ければをら若いjと、上回は強調する。上田の教員組合論の特徴は、一言でいえば「教育は教育す?

る志向のの手にJである。そLて、教員組合とは f教育全部の策源機関であり教育自治の正道を打開

する'Jものであった。¥とまLは教育の自治・自律論でありー τ中弥三郎の「教育改造J論。に通ずるも

のがある。上田は、教員組合のr歴史的任務jを「教師自t身の解放を通じて、大衆児童を資本主義

教育の重圧から解放し、無産階級の戦締に共同して、新しき・1ロレタ lJ')文化を獲得するJととろ

に金凶宅、そのための当面の運動方針と自標を、つぎのように設定した。

1. 治益事法第 5条の撤廃。も

2. 生活権確保。

3. -，葉他，

(!) :-ブルジョア教育の批判と暴露。

② プロレタリア教育の建設。
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③教員任免権の乱用拒:;J 

④校長首席の階級的監視。

⑤課外勤務の整理。

⑥ 事タ青悪法の改廃。

⑦授業料金略。

⑤ 教イヒ総動員の批判。

の)教科警の階級的批判。

。 説校及学材生活の自主化。

。斡務年限の撤廃。

⑫:教腎費節減反対。

。 教間接成機関の撤廃刊

⑪軍国主義的戦争反対。

⑬ 軍事教練の批判。

⑪背年間処女舎の批判。

3. [新興事者育運動jと『観念工場』の発干IJ

ーわがi習になけるプロレタリア教育運動の本格的者展開をみせはじめ売のは、 1 9 3 ()年a月に新

興教宥研狩所升創立ぎれて以降というととができる。

新興教育研究所というのは‘一つには、 19 2 9年 10月に設立されたプロレタリア科営研究所

(略称プロ科、所長・秋田雨雀、中央委員・三木清、成原惟人、山下得、治ら〉の教育問題研究会の

「日本教育のj啓蒙運動を企図する研究所の設立Jという構想、と結びヲいたものであった。プロレタ

リア科学研究所は創立当時、第 1部(政治、経済、法律、社会)・第 2部〈哲学、度、史、教育)・

第 3部(文学、芸術、言語)。第4部(精官邸科学、自然科学)の 4つの研究部会よ b構成されてい

た。ぞれが創立の翌年には、組織の拡大と研究方針確立の必:から、 4つの部会を細分化し、世界

情勢研究会、日本資本主義研究会在ど 12の研究会を設けた。教育問題研究会は、そのひとつで研

究委員に山下徳治が選出された。山下は二度のソピエト教育の見学から帰朝後『新興ロシアの教育』

を1929年に出版(鉄輪;院)、本書は当時の青年教師たちに大きな影響を与えている口プロ科

には「一方にフツレジヨア教育が極度に反動化し、他方にないて(義善美語j差益各益ふ、労働学校、

ピオアニールが生長しつつある時、教育問題は大きι在意義を有している Jという認識があったから、

教育問題研究所の任務の重要さは明確であヲた。これが、教員組合の結成をめざして運動をすすめ

ていた教師たちと結びつく ζ とによって、新興教育研究所の創立構想、の実現と在ったのである。

新興教育研究所の設立のあと一つの要因は教員組合結成の動きと探くかかわっている。

昭和 4年 10月に結成された小学校教員連盟は翌年 1月、弾圧されてしまった。それに学んだ山

口近治・増淵穣・本庄陸男らは、広範左教員大衆をひきいれて合法的に教員組合を結成するために

!日啓明会の下中弥三郎・志垣覚、プロ科の山下徳治・浅野研真、教育評論家の、池田種生、それに上
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出庄三郎などを委員に推して、 1930年 5月25日、全日本教員組合準備会を発足させた。準備

会は、「全日本 30万の教員諸君はけっ起ぜよ。即時、全日本教員組合を結成せよ Jと全国の教師

によびかけた。準備会結成に力のあった増淵によれば、準備会の主左活動は、 1. 講演会の開催及

び破関紙発行等による宣伝啓蒙、 2. 題人的会員の獲得増加、 3. 一般宣伝機関の利用、 4. 音楽

会、演劇、映画等による運動基金の募集、等であ b、全国的左教員組合がある程度結成されれば、

(8) 
準備会は解散するものとして出発した、というととである 。

挙1iI者会結成の 2ク月後には、はやくも ra本教苦労働者組合J結成のための準備会に切むかえる

ととが内部討議されはじめ、 8月下旬にはそれが実現、全日本教員組合準備会は、「日本教育労働

者組合j準備会に組織の全面的窃わ換えをなとなった。当時は、教員組合を公然と結成するために

は相当の犠牲を党活し左ければ在らないのであった。小学校教員迩器がそうであったし、ほかに新

潟・岩手・沖縄左どでも教員組合に対する弾ff.は苛酷なまでに織烈?あった。したがって、日本教

育労働者組合は出発当初から非合法でゆくことが確認されていたのである。それでは、非公然・非

合法に日本教育労働者組合(r教労 J)を結成して、どうやってそれを教員大衆に知らせ、大衆的

.全国的在教育.労{動者の結集体とすることができるのであろうか白

そとに山下帯治・浅野研真らの階級的立湯に立つ教育の建設を使命とする新興教育研究所設立の

気遣が急速にたかまっていた。とれは「教労 Jの組説。者六ちに非合法粗合の組職化の決意を決定的

にさぜた。組織者の一入、山口近治は新興教育研究所(r新教J)の設立について「この.新教の

設立は、その研究成果が組合の活動に役立つばかりで在く、その読者網にそって進歩的教員との迫

(9) 
絡をつけうる期待をわれわれにいだかぜた jと回想している 。つまり、減興教育研究所iの設立は、

教育労働者組合にとってもその室蕊・啓蒙部門を受持つ、公然たる教育研究機関が合法的に笑現し

たζ とを意味している。「新興教育研究所創立宣言 jでは「教膏労働者組合はわれわれの城塞であ

れ『意rr輿教育』はわれわれの武器である Jと両者側謁係を位置づけているo W新興教育Jという

のは、「新教Jの機関誌で、上田庄三郎・上田唯郎・佐野五郎が発刊を企画していたものを、所に

誌名どと譲ったのであった日つま bW新興教育Jは、「教員組合結成に役立つのであるならばJと

加う ζ とで、誌名と編集権とをそっく br新教Jへ設b渡したというのである。

『新興教育Jを新興教育研究所の機関誌として譲った上回は、その見返bとして、向誌の出版元

である自由社系の第一出版協会から出されていた教育評論雑誌『教育公論Jの綿集を 1930年 9

月ょ bまかせられた。ところがその渦集上の問題で第一出版と対立、 1931年 3月号を娘bとし

て、『教育公論』を池田種生に諮った形で廃刊にした占そして、その残 bの原稿を整理、さらに新

た左企画構想を加えて『観念工場』を街Ij経営したのである(宅

すでにのべたように、上回は『教育、戦線』をあらわし、教員組合運動の成立・発展のために尽そ

うとしていた。しかLその態度は、教員組合運動む内部にあるのでは在く、そり周辺にある広汎左

教員、大衆に対して、教員組合への結集の必要を啓蒙・宣伝するととにあった。こうした教育運勧理

論を実践的に展開しようとし、またもう一つは経済上の問題もかかえて、独力で行動社を創設し、

教育評論雑誌、『観念工場』を創刊したのである。この際、彼が「新教Jと心対立をねらっていたも
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ので左いととは、 f新興教育 J譲渡の件で明らJかである。そればかりか、 f教育戦総』は「新教j

の指定文献の一つにとりあげ推ぜんをされているのである口とうした瓦好関係もあれ彼は、佐謀長

首長~(上回i怯郎〉・野上荘吉〈池田機体〉の紹介で「新教 J へ所員として参加した(沼和 6 年 3 月)。

上回庄三郎が『観念工場Jに名、いてねらっていたものは「ヂャアナリズムの世界に於て、。一つの

役割を果し、マルクス主義教育理論を勉強して、ゆくための雑誌としてゆきたレ'){1l)Jというところ

にあった。つまり、教育評論を通じて現実の教育を根底から暴露し、それによって、新しい教育運

動百階級的立場に立った教員組合溜動をなとしてゆとうとするものであ τった。そして新興教育研究

所の果たすべき f井家:宣伝約一部分・そ担って、教員を組織化するためにその周辺への影響を拡げてい

ζ全とする心組みであった。

ところが、郁子Jj号F巻頭言で、暗に『新興教育』を識して‘「翻訳マルクス主義教育論Jと呼び

τ単i煮る口吻マルクス主義Jとケナしたと会治主 「新教Jの若手書記局員の田部久、村jl!英夫(iiJ]l 

足計)ちを刺激した。上田は同じ巻頭言の左か.で、『鍛念ヱ場Jは「教育界のあらゆる支配階級に

挑戦，して教育1評論の日新℃的使命を遂行ぜんとするものである Jと宣言した。それも、上田が「新教J

に挑戦して競争誌となる ζ とを笠宮したかのように受(tとられた。上回は、「新教Jから除名処分

にされた。小Jll現村と本庄陸男は『観念工場』への執筆責任を負って中央委員を辞任、佐藤と野上

は‘上田の紹介者として遊協の意を表明させられた。、

包の処分の背景には「新教Jの教青連動の統一戦続的在摺広v可運動にいたら在かった政治主義的

j.公式主較的なj突きな物語ってレゐといえるc

新J興対育研究所は、 19 3 1年 2月に臨時総会を開き、それまで非合法組織の「教労Jの統制j下

にかかれてい7ぞととに批判が加えられ、 「新教jは、非合法組織である「教労 jの従属から離れて

木来の教背研究を進めるととによって、 「謙虚なる後衛的役割 jを果たす「文化団体 jとして独自

の性格す明確にし売。と同時に、「所員の資格、統詰IJJについて次のように定めて凶る o

(功 本研究所は所の統制jを~認せる凡てのマルクス主義教育科学者並にフ勺レジョア的及び社会民

主々義的党に腐せざる.一切の反資本主義的@反軍国主義的・反宗教的・教育科学者を以て所員

たるの資格とす。

(6) 本研究所員は左の統制に厳服するものとす。

1反資本主義的。反軍国主義的・反宗教的。たる ζ と・並にフ.ルジョア的及び社会民主々義諸

党に属ぜざるとと。

2.社会民主々義的雑誌のボイコット(伯し執筆せざるの止む左き特殊わ場合にはあらかじめ中

央常任委員会に図久その論文並びに内容についての承認をう《るとと)0 

3，(略)

4'，所内に於ては内部的批判;の完全在る官由を認めると共にあらゆる分派行動を禁止する 0

(7) 新ι入所せ!んとする者は所員 2名札との推薦と委員会の承認を要するム

新所員はλ所に当って前記の統訪Ijの承認を表明する乙とを要す。

とれまでむ研究では上関庄三郊のF所 Jへのえ所は創立時ということであるが f新興教育」
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1 9ろ i年 s)]号 ρ)r所員移動J繍によれば、入所は 19 3 1年 3月10日であると推察されるハ

(老台、同様では彼の除名を公表しゼいる)

前述のように、上回としては、むしろ『執念工場Jをf新興教育』に対立する批判誌ではなく，て、

批判の自由を保ち左がらの友好誌として、ともに教育運動を提掲進行させてい ζ うとり心づもりで

あったと思われる。 だが双方iこ、通勤に対する見解む相違と経験の未熟きが在h、おくに統一戦線¥

についてと、組総翠動の基本的原別についての共通毘j裂に双方とも欠けるととろがあって、除名処

分にヱスカ νートして凶った。

このようにきびしい処分をうけたにもかかわらず、あえて f観念工場Jの発刊をつづけていった

のは字詰、やはり上沼が『新興勢育Jにものたりすさを感じて卦にその不足分をなぎ在っていくと

いう心づもりでめったのアあろう o 1 9 :.:s 0年 B丹号『緩方生活』誌上iこ載せられた f新興教育』

~(J千il号ーの予告は、企画・瀦集まですでに終えていたとh う彼の編集案によるものである。それによ

あと、

大宅壮一、知的労働者としての教青者

江口機、階級践争と教育

浅野研真、野口援太郎を葬る

左どの執筆降、記事が予告されている。実際に発刊されたr新興教育』創刊号の目次は、

山下主主治、新興教育'の建設へ

久坂 准、プロレタリア児童の知能の問題

浅野研真、エドキンテJレンの活動

中国貞蔵、思想善導と学生運動

きrとなっている。との両者のちがいが、前記の対立を生みだしたといっても過替では在いであろ

う。

『観念、工場』は(1)マルクス主義教育理論の紹介、 (2)マルクス主義の立場での教背論、教育問題の

批判と暴露、(司教科教松批判と教授法の考察などを内容としたが、 1932年 5月号i虫:りで廃刊さ

~~ れた。その最大の原1図は、経済的左ゆきづまりであったと見合されている。その後の上回はーさ

まざま在雑誌の編集者・教育評論家として活躍し、かもに教師論を:展t関、全国の青年教前広多くの

ファンをつかまえた。時代的な制約もあって、との期になげる生活t解放を軸とした教育:遠慮(論)

の展開ほどには尖鋭的ではないが、時代とのかかわ bの左かで教育者はレヨかにあるべきかをー我々

に教えてくれているのである440

(1) 第二章に明らかにするo

抱) If教育新潮J第 2巻第 3号、昭和 3年 3月。

(3) 上回唯部下教員・教育連動J、『教育新潮J第記巻第 2号

(4) 上回庄三郎「下中弥三郎ヘム同「啓明会幹部の思想的葛藤J

(5) 上回の高知時代の運動については、と bあえず、J記稿「大正期教育サークル誌Ifl間関』・

『地軸Jl=目録と解説J( If教育運動史研究 ]Ale)を参照。
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信) 木J11地(上自庄三郎)r試験撤箆以上のものJ、『教育新潮J第 2巻第 2号。

(7) 花jキ信「日本教育運動史になけるエドキンテノレン紹介・加盟の意義」‘ 『教育運動史研究』

l' 7号。

(8) 増Vlfj穣『日本教育労働運動小史J新樹出版、 19 7 2年。

(功 山口近情「非合法教員組合運動の追憶 J、『教育運動史研究Jl1 2号。

(10) 上回庄三郎「具体的事実を説者にム『観念工場J第 1巻第 4号、昭和 6年 7月。左な『観

念工場』については、拙稿r~観念工場』総目録 J ( II教育運動史研究Jl14号・ 15号〉を

多照o

(11) li観念工場 J創刊号、昭和尽年 4月。

(J 2) r新教J側は、村川英夫「観念工場を粉砕ませよ.:"J ( !J新興教育jJl931年6月号 )iをど

のように、 'li観念、工場 Jに対する猛烈な攻撃をかけたのである。これに対し、上回はすかさず

反磁を試みた([l観念工場J第 4号)。

(13)鵠忠夫人より鑑者が聴きとりをま?となった採には、「ガワ版刷 bで干IJ行をその後もつづけて

Lぺたように思う Jという ζ とであったが、他の関係者の証言は左い。

(14) 本稿は、さきに笠者が発表した「上田庄三郎の教育運動と教育思想、 J( [f'教育運動史研究』

.1C 1 4、 19 7 2 )なよびrli新興教育 J徒tJJ}坂(自石書j苫版〉月報 J;(?2の文献紹介(上

回庄三郎『教清戦線』他)を基底にすえて、さらに再構成し在なす在ど、手を加えたものであ

る。

tí~ 2章 生活続方翌日論の成立

出汚察のための予備的ノート口

@ ~雲雀ケ!南小母校と大正自由教育実践

雲雲雀ク問児童め村は、 『綴方生活』創干01可人の左かの一人、上田庄三郎が 19 2 5年 9月から 2

7年 12月tまでのあいたH校長としてく創造教育〉の実践を展開した学校である。それは神奈川県高

時都護雀ク間(現在、茅ケ崎市)に設置きれた私立小学校で、近くには新興教育連動の在かで実践

き引先:[f'野iこ;~出る教室 JJ (黒滝チカラ)の松林小学校があった。

とき下町は地名から茅ケ崎の児童の村と呼ば九るとの児童の村小学校は、どく早くから教育界に紹

介されている口『狩育の世紀J第三巻第五号(] 9 2 5年 5月号)では志坦寛が「雲雀問児童の村

のとと Jとして学校規模の構想などについてのべているし、『教育遊i報J第 312号(1 9 3 1年

5月9日号)ではー記者が「新教育よ何処へ行く(23)・芦屋と雲雀ケ丘Jとして、学校設立の

経過者どについて記している。

雲雀ケ託児童の村の学校規模在どについては、先の志垣の一文では「校舎は目下建築中であるが、

さしあたり一棟だけたてる。其-1，東と云ふのは二教室に在ってゐ、南の九尺の土問廊下をつげる o

ムーつめ教室は J6坪の主室と、 3fl由の小さき副室とより在 b、主室は一斉学習に、副室は儒別独自

の研究に復するJとあれ「完成せば 1学級 30人で 6学殻 180名の学校とする予定Jが述べら
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れてW る。学費は年額 60円(居住者 36円)であった。

志垣寛は戦後者わした『教育太平記・教育興亡 50年史JJ(洋々社・ 19 5 6年子Ii)の左かで、

学校設立について「筆者は、 1町村茅ク崎に住宅地の経営を目論んでいた大野菜から、茅ク崎海岸に

新ししq教育の小学校をたててくれと額まれていた。……筆者はしばしば茅ケ崎に通い、敷地の選定

私学出願の手続き等にかけ四つ介。……ととろが資本家大野の資金が予期の如く寸らず、との設立

には出京早々む土迂iも一方在らず苦労した jと述べてレヨる。〈注*上回庄三郎fi1925年 3月高

知県下の公立小児校校長を辞し、 4月10 B妻・子・母を伴い上京、池袋児童-の村を訪れた後、 i司

1 3 B雲雀ク間に「赴住J(1)) 

児童の村にはかねがね分校設立の動きがあった。雲雀ク岡は、その気運に乗じて設立されたもの

といわれている。

しかし厳密には、他の児童の村とは!L55!Jきれ若ければ在らない。というのは‘池袋・芦屋が「教

育の世紀社J同人の経営するととろ?あったのにアせいし、雲雀ケ問は秋元商事苦s(大野修この経営

寸ろ土地・住宅介譲会社)が「土地宣伝む一策として経営?忠¥/)立ったものjであった o だから、

出発当初、「志垣君マト校長に、他に言HI導を一人、……'8li!)革として白羽の矢を立てられたのボ、かね

て児替の村入りを希望していた上回庄三郎君jという計・函であったにもかかわらず、いよいよ開校と

という段に介って、大野は児童約村教育布、非難・志埼除外の動台?ふぜたのである(前記『教育週

(2) 
認Jより〕

。)
一方では資金難という事態が生じ、開校はのびて 9月8日O 児護・数]:~名( 1年 1入、 2年日入、

3年9入、男女共学入顧問に志垣寛、校長に上回庄三郎?迎えての出発であった。

鞍膏の主題を「創造本位の自由教青Jとしその方法を「実際的体験を重んじ児童小天分に従レョ常

"'7._ ，..，......rM'Y"'>.:/7"'o. O?nr.-f-I..，.，. ιi'!l-~r_ ~.一件)に自然に親しましめての内発の興味L向って新鮮芳るお噂γ付う jとし売ο それ実践記録としては、

上回の手になる f雲雀ケ関学t~fl教育目録 J (大学ノートに 2冊。 19 2 5年 9丹8日から控年3月

2 2日までの記録企問 7月25日から 8月238までの『大正 15年夏・臨海学園記録J)がある。

また秋元商事部の土地@住宅分譲宣伝誌『住宅と生活 J(筆者の確認できたのは、第 2号・ 1925

年 11月号)は、雲雀ク!需の児童;の村の面影を伝えている口

上田庄三郎は、 1930年自由社から出版した『教育戦線Jの者かで、雲雀ケ問になける実践を

「唯我無政府子供社会主義Jと呼んでいる。「子供の世界を以って文化測定の一つω尺度としゃう J

というのであった。現実的には「児童の自律的に営む社会す以って、……腐欄額死む日本資本主義

社会を批判しゃうとする Jととが、その著書の出版時には課題となることであった。ただ、何時に、

その実践とそは「現世には存在L在い処の仮空的児童jを育てようとするものでしかをかったとい

う自己批判も在されている。 ζの閥の事情は、高知時代に「児童共和国jと称していた教育実践と

あわせて検討して凶く必要があるだろう(5)。雲雀ケ同時代は「児童共和国Jの延長線上にあった。

:芸雀ケ間の児議の村は、:19 2 5年 11月号の『住宅と生活J誌上で、尋常科 3年以下に限って

何)
3 0名の児童募集を行在っている。しかし、記録には児童数の増加すみる ζ とができをい 。とい

うのも、日本資本主義は国内市場では限界に達し、やがて植民地主義に主って海外市場を拡張して
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いく時期にあって、国民生活は全般的』こ危機的状況に陥ち入っていた。とうしたととから土地在ど

も売れ在く在んしたがって新入学究室の増加も期待できすく在っていた。大野修二は映画持影所

を碍設、上回はキネマ雑誌の編集によって、生活の糧を得たのである。 l..~. 2 'J年 12月4目、と

うしてf設校を閉じるととと在つ介(7)。上回はかねてから小砂丘忠義と志垣覚に就職方の法頼すして

い売が、小砂丘の紹介で臼本教哲学会に入社‘上回暗部の編集する町教育新潮」や学年月Ij雑誌『高

(8) 
ーの教育.Jlすどの編集す拘ぎ1した。教官グャーナリストとしての活躍がととからはじまるのである口

(1)上田が茅ク1埼にまで行く経過は、 g記に次のように記ぎれている白

] 9 2 5. 3. 1 1 

夕方電報がきたロ γ ガキざんから「ク Y ドウニキテクレマセ yカjとある O

3. 1 4 

池袋に打電「アツヤノムラニユクマスカ J

3. 1 7 

「ユクコトニツタタノム Jといふ電報手重ねて志垣きんに打った。

3. 1 8 

まちかねてい売電報が 5時頃来た Q rスグテツヅキセヨ j

3. 2 8 

志:塩さんから……売よりがあった口任地もほぼわかった。

(訪学校の性格は名称変更とからんで微妙であるo 日記より。

1 9 2 5. 5. 4 

学校の名称変更t.¥Aふ問題で'*1を悩まされる。志境さんから大野がぼくを引き離さうとして

ゐるのだ。出底、出!苫としきりにいふ。

5. 25 

県視学からは自由教育の危険について非常に委しい御注意を下きった。役人の老婆心が卦か

しい。「児童q沖すJだけは削ってしまっfr.o 大野きんも削りた凶のだから世話は在レコ。

(3) 一応開校ばしたものの、校舎は悲し地場計主民のための倶楽部(雲雀ク問倶楽部)の事務所

のー函を仮校舎として出発。当初予定の投地へは、 19，.2 6年 5月 16日よ b移っている。校

地は砂地であマたが、 1 6坪の共同学習教室と並設しス{国別学習室をそれぞれ一棟あて建設さ

れた。その他花壇。動物飼育場・運動施設?を Fが、上回ρ力でととのえられた白コスモスの学

校と呼ばれるほ2、コスモスグ1花が一面に咲いていたよいう。

(4) [f'婆雀ク間学園教育日銀j19 2 5年 9月88の記録によると以下の通bである。

。制鍵にして活動にたゆる肉身の創造を主とし、児童り個性天分の自由在る伸展を模度に愛護

し、児童内発の自学自研により自然にして家庭的創造生活本位の少数自由教育を行ふ。

o~兄に

一、ひと bのための教育

二、 f由人指導
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三、家賠台

回、自由学習(教材、進度、時間)

五、創造生活本位

六、快き生活の場所

。児童に

1. ぼくは会友達であればいい。

2. 正直であれ。

3. e んすにしてもかまわめ。

との他、同記録をたどってゆくと、カリキュラムについては、共通常習と自由学習とのこ本だ

てが定着、教材には自作のホのを{lタ用するかJのくふ今がみ入れる。主主閣7ぞよりやさ学校文集、

童謡集合 Eを作成、ととに竜謡集 w~~~は G号まで発行きれている。

(5) 公立小学校にをける教苦実践であるが、ととに主主野小説校時代には、下中らの影響を強くう

けて、 「児童ぎ共和国Jr益野自由学林J~を J と称した児童中心主義治教育実践を展開していた。

(6) 記録にみられる限りの児童数は以下のと公わであろ。

] 9 2 5. 9. 7‘一・・‘ 16 

9. 8......] 3 

9.10......]4 

9:1 4 "..... 1 6 

9. ] 5....・・ 1 4 

9.2 5・・….13 

1 1. 7・・ 4・・・ 1 2 

11.16......13 

! 9 2 6. 4. 5・・・・・・ 19 

7. 2"…‘ 2 0 

9. 7..・H ・19 

1 9 2 7. 1: 1 '8 ..・p・.21 

2.1 5・…日 22 

以下増減若手あり。

学年は、 19 2 5年 1---3年、 1926年 1"-' 4年、 19 2 7 年 1~5 年、教師には、上回庄

三部のほか、夫へ・上田鶴;患が、「高学年Jを対象として「家事裁縫Jを(談話による入

192 7$4月"，-， 8月の間には茅ケ精在住の里見幸子が 1--3年を担.当したもよう。

(7) 上回庄三郎は、 1927年 1]月 14日辞職届を出し、同 29日後任の桑山某に校務を引き

継いだ。1.2月4日には茅ケ崎をひきあげて上京したのである。その後雲雀ク間小学校がどう

在ったのか、全く不明である。

(8) 本ノートは、筆考が、 rW綴方生活』複表IJ版月報」の第五号に「研究案内⑤Jとして発表し

たものの一部に手を加えたもの。注解は、 1975年 5月24日に関かれた「津野松生氏の出

版を祝う会jの席上で報告した「雲雀ケ岡小学校と大正自由教育実践=上回庄三郎研究(1)J会

よび 9戸1日の民間教育史料研究会の例会での発表「雲雀ケ岡(児童の村)小学校についてJ

によるものである。
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